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btb
テキストボックス
式の変形

btb
テキストボックス
センター試験では、解答欄の形に揃えることが大切

btb
鉛筆ツール

btb
鉛筆ツール

btb
鉛筆ツール

btb
テキストボックス
頂点　が　直線　y = - 4x - 1 上にあるので、



 x = a + 2

 y = a^2 + 4a + b + 4 

をy = - 4x - 1 に代入する。と、



a^2 + 4a + b + 4　= - 4 ( a + 2 ) - 1

a^2 + 4a + 4 + b　= - 4 a - 8  - 1

                        b　= - 4 a - 8  - 1 - (a^2 + 4a + 4)

                        b　= - 4 a - 8  - 1 - a^2 - 4a - 4

                        b　= - a^2 - 4 a  - 4 a - 4 - 8  - 1

                        b　= - a^2 - 8 a - 13









btb
鉛筆ツール

btb
テキストボックス
良問


>0
al2+4a+b+4 >0
b =-a"2-8a-13

a2+4a+4+(-a2-8a-13)>0
a2+4a+4 -a”2-8a-13 >0
-4a-9 >0
4a<-9
a<-9/4
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btb
テキストボックス
２点で交わる　＝＞　ｙ> 0 が成り立つ。よって、

a^2 + 4a + b + 4　> 0

                  b　= - a^2 - 8 a - 13　より



a^2 + 4a + 4 + (  - a^2 - 8 a - 13 ) > 0

a^2 + 4a + 4  - a^2 - 8 a - 13  > 0

        - 4a - 9  > 0

                4a < - 9

                a < - 9 / 4







btb
鉛筆ツール

btb
鉛筆ツール

btb
テキストボックス
Gがx軸の正の部分と負の部分の両方で交わる

　＝＞　x = 0 の時に, y > 0が成り立つ　ということ。①式に x= 0を代入して y = b > 0



btb
テキストボックス
y = b = - a^2 - 8 a - 13  > 0 

　　　   a^2 + 8 a + 13 < 0 

              (a + 4 )^2 - 3   < 0

              (a + 4 )^2        < 3

              | a + 4 |           < √3



     - √3 <   a + 4          < √3

 - 4 - √3 <      a            < - 4 + √3
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矢印

btb
鉛筆ツール

btb
鉛筆ツール

btb
テキストボックス
上に凸なグラフが指定範囲で最小値を取るので、 

頂点の x 座標　x = a+ 2　と x = 0 , x = 4 の位置関係が重要となる。





x= 0 , x= 4の値を調べると、

f(0) = - a ^2 - 8 a - 13 = -22　=> ( a + 9 ) ( a - 1) = 0　　∴ a = -9, 1

f(4) = - a ^2- 13 = -22　　     => ( a + 3 ) ( a - 3)  = 0　　∴ a = -3, 3





ここで　x = 2 とは、0 ≦ x ≦4 の中点



解法のコツは　場合分け

１） a + 2 < 0 の場合　　　  => x = 4の時、最小値をとる

　　 a < - 2   という隠れた条件があるので、　a = -3



２） 0 < a + 2 <  2 の場合　 => x = 4の時、最小値をとる

　　 -2 < a <0   という隠れた条件があるので、　解なし



３） 2 < a + 2 <  4 の場合　 => x = 0の時、最小値をとる

　　 0 < a < 2   という隠れた条件があるので、　a = 1



４） 4 < a + 2  の場合　　　=> x = 0の時、最小値をとる

　　 2 < a   という隠れた条件があるので、　解なし
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楕円形

btb
楕円形
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矢印

btb
矢印
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鉛筆ツール

btb
鉛筆ツール

btb
テキストボックス
a = 1 の時、① 式は

y = - x ^2 + (2 + 4 )x - 1 - 8 -13

   = - x ^2 + 6x - 22 = - ( x - 3 ) ^ 2 - 13…②



上に凸なグラフで　頂点のx座標が

範囲 0 ≦ x ≦ 4 の中にあるので

x= 3　のとき、最大値 -13 をとる。







btb
楕円形

btb
矢印

btb
鉛筆ツール

btb
テキストボックス
a = -3 の時、① 式は

y = - x ^2 + (-6 + 4 )x - 9 +24 -13

   = - x ^2  - 2 x + 2 = - ( x + 1 ) ^ 2 + 3…③





②と③より

x 軸方向に + 4

y 軸方向に - 16 平行移動したら一致する
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楕円形

btb
鉛筆ツール

btb
鉛筆ツール

btb
線

btb
線

btb
鉛筆ツール

btb
テキストボックス
簡略図を描いてみると、

気付きやすい




